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【教育目標】0み んなを襲する生縫

新年度が始 ま り、 2ヶ 月以上経 ちま したが

その間に、学年各に様 々な行事があ りま と/た。

1年 生は、ボツ ッナ共和国の方々 との交流

を心か ら楽 しみ、富出移動数室 では寝食 な共

にす ることで友情 を育みま L′た。 2年 生 は、

校外学習で 「江戸」な探 しに東京巡 りを行い、

班別学習の方法や協力 の大切 さについ
'(卜

成果

をあげま した。 3年 生は、修学旅行で班別行

動 を 3日 間行い、事前学習や判断 力な どの大

切 さを身 に付 けま と/た。

さ で、今月 15日 には、全校生徒が取 り組

む最初の行事 として、運動 会が行われ ま した。

今年 の ス ロー ガ ンは、 「つ か め !我 らの金 メ

ダル 」。 北京 オ リン ピックの年 にふ さわ L″い

ス ローガ ンとな り、金力で取 り組な全校生徒

の姿が、随所 に見 られ ま した。特 に、二年生

の リーダーシップが、次の面で見られまゎ た。

*走 る こ とが得 意 な 人 は 、

苦手 な人 を励 ま し、努  く

力 す る姿 を讃 えて い ま した

*ソ ー ラ ン in S H O T Oや 組 体 操 で は 、

集 団演技 の素 晴 ら しさ、
一

体感 、統 一
感 、

躍動 感 を感 じさせ て くれ ま した

*地 域 や保 護 者 の皆 さん と共 に楽 しみ 、盛

り上 げて く才しま した。

運 動 会 は 、学校 全 体 に とって 、 とて も大切

な行 事 です。 同時 に、最 t)多 くの 方々が参観

して くだ さる行 事 で もあ ります 。それ だ けに 、

二年 生 一 人 ひ と りが 、 リー ダー と し′て の 自党

を持 ち 、
一 ・二年 生 を ま とめ、運 動 会 を成 功

に導 い て くれ た こ とは 、大 変嬉 Rメい限 りです 。

期待 通 りの満 躍 で した。
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0自 ら学び考える生徒  0生 き生きと活動する生徒

三年生郡`f―ドし燈

との合暦 浜扶 分 ホ域描

期 待 に 応 え た 量 年 豊 地域や保護者の管さんに感謝 !

ところで、 この運動会は、大変珍 しい、地

域 との合同の運動会です。これ まで私 は、「自

分たちの学校 ・自分たちの地域」 と して愛着

と誇 りをもつてほ しい とい うこ とを、様 々な

機会に話 し、学校 だ よ りに書いてきま した。

こ の 合 同 運 動 会

に 初 め て 参 加 L/

た 私 は 、 正 に そ

の 理 念 が 合 同 運

動 会 で 実 現 され

て い る と い う確

信 を持 ち 、校 長 と

嬉 しく思 い ま L/た

大向地 区体育会 との共催 で始 めた合 同運動

会 は、今年 が第 11回 目です。 この合 同運動

会は、今後共本校 の特色 として大 き く取 り上

げ、運動会以外 に も更な る活動 を、保護者や

地域 の管 さん と考 えていきたい と思い ます。

今年度 、 PTAの 実行委 員会 では、 この よ

うな学校 ・家庭 ・地域が共に子育てに関わ る

活動 内容 を検討 してお ります。 具体的 な活動

は、いずれ ご案 内があ りますので、 ご協 力を

お願 いいた します。

暑い申、ありがとうごずいました1
運動 会 終 了後 、校 舎 纂 のテ エ ス エヨー ト周 辺

の 革取 りに ご協 力 い た だい た皆 さん 、 あ りが

と うご ざい ま した。

PTAの 様 々 な活 動 が

質 に活 発 化 して い る表 れ

と して 感 謝 し、 今 後 に 期

待 を L″てい ます 。

して参加 できた こ とを大 変
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「本校運動会の伝統を引き継いで」

実行委員長 演 島 浩 二

私が松濤中学校に赴任 して、 3回 目の運動会が終了いたしました。昨年までは、運動会は特別支

援学級の担任 として参加 し、英語教育重点校 として、また地域 との合同開催 としての運運会を勉強

させていただきました。

今年は、実行委員長として運動会を運営するにあたり、「伝統」を意識 して計画を立てていきまし

た。本校の運動会は他校に類を見ない地域 との合同運動会で、これが本校の特色です。現在の教育

において、家庭や地域 との連携が叫ばれながらも、なかなか実現できず特定の部活動や地域行事等

への有志参加など、一部分での結びつきが精一杯であることが現状にあると思います。

しかし、本校では学校行事の中でのつながりを大切にし、すべての生徒が保護者や地域 と関わり

をもてる運動会を行っています。これは、本校に寄せる期待や愛着、そしてより本校生徒を見守っ

ていこうという大人の姿勢の表れです。これこそが私の知る本校の伝統であり、今後も引き継いで

いきたいと強く感 じているところです。

今後も、このようなつなが りを大切にし、温かい雰囲気の中での運動会を続けていけたらと考え

ています。最後ではありますが、ご多用の中、ご参観 された保護者の皆様、そして運動会を陰で盛

り上げてくださった地域の皆様には、心より御礼申し上げます。

富山移動教室の思い 出

1年 A組 足立 幸 花里

私 は不安 だった。 富山移動教室での三 日間が どのよ うに始ま り、 どの よ うに終わ るのか、本

当に不安だった。初 めての中学校生活が、まだ始 まって約 2ヶ 月。お互いの ことをや つ と知 り、

クラス も落 ち着いて きた。 そんな私たちにまず最初の問題 とい えば、 この富山移動教室だつた

に違 いない。 三 日間一緒 に食事 を し、寝泊ま りす るのだ。 お互い を深 く知 り合 うには絶好のチ

ャンスだ。 だけど、お互いを知 ったか らって、決 して仲良 しになる とは限 らない。知 った分 だ

け仲が悪 くな らない よ うに願 いなが ら当 日を迎 えたc

私が心配 していたのは、行動班ではな く、 どち らか と言 えば、部屋 のグループの方だった。

小学校 の時は、いや ない じめは女子が多 く、いつ も問題 になつていた。私 は、そのよ うない じ

めが起 こるのが一番嫌だ つた。 で も、私 が考えす ぎていたのか、誰かが仲間はずれにな るこ と

もな く、楽 しく過 ごす ことができた。富 山移動 教室で生活す るにあたつての 「七ケ条」があつ

た。 その中で、今の私た ちに一番要求 され るこ とは、 「お互い をわか り合 う」 とい うこ とだ と

思った。 富山では、三 日間朝か ら夜まで一緒にいたけれ ど、それ!だけではお互い は解 り合 えな

い。 けんか も した り、話 し合 った りしない と、解 り合 うことは不可能 に近い。

だか ら、 これか らはみんなで共通 の思い出をた くさん作 りたい と思 う。学校行事だ けでな く

みんなで遊んだ り、とにか くクラス替 えまでの この一
年間 を貴重 な時間に したい と思 ってい る。

大 き く言えば、 この中学校生活の三年間 を、
一番楽 しい思い出に したい。富 山移動教 室はそ の

一生の思い出の最初 の行事だ と思 った。

第 26回 「社会環境 を明 る く しよ

う渋谷 区民 のつ どい」 のお知 らせ

7月 5日 (上)午 後 1時 35分 から、 リ

フレッシュ氷川において、意見発表が行わ

れます。本校から3年 A組  金 井 員 理 さ

んが発表 します、是非、ご参加下さい。

ミクロネ シア交流会 のお知 らせ

6月 26 日  (火 )午 i後 1日寺35分 にミクロ

ネシア諸島から、 60名 の児童 ・生徒が本校

を訪れます。 3年 生と相互に授業に参加 した

り文化交流を行います。是非ご参観下さい


